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研究要旨： 
目的：日本医科大学付属病院集中治療室に入室した急性冠症候群(ACS)例を
対象とし、レントゲン写真(X-P)によってアキレス腱肥厚(ATT)を診断し、そ
の頻度を明らかにすること、また、腱肥厚の有無による脂質値の差異を検討
する。 
対象と方法：同意の得られた 181 例(男性１４２名、女性３９名)を対象とし
た。X-p 上、アキレス腱厚≧9mm の肥厚例は２０例(男性１８例、女性 2 例)
で、全体の１１.６%であった。非 ACS 例として先端肥大症（14 例）のアキレ

ス腱厚を測定（右 6.8±1.1mm、左 6.9±1.1mm）したが、9mm 以上を示
す例はみとめられなかった。 
結論：集中治療室に入室した例では血清脂質に基づく FH 診断は困難であっ
た。アキレス腱肥厚を示す例は 11％と、FH へテロの頻度 0.2％に比し高頻度
であった。しかし、ACS におけるアキレス腱肥厚例が FH であるとの確診は得
られず、FH 診断をどのように行うかは今後の課題である。 

 
A．研究目的 
 我々はこれまで CCU に入室した急
性冠症候群（Acute Coronary 
Syndrome, ACS）患者のアキレス腱肥
厚を診断するために触診とレントゲ
ン撮影を行い、アキレス腱肥厚の存
在を診断してきた。この中でアキレ
ス腱肥厚を示す例の頻度を明らかに
し、ACS 例のアキレス腱肥厚例が家族
性高コレステロール血症として診断
しうるか否かを検討した。これを明
らかにするため、一定期間内に ACS
によって CCU に入院した連続症例に
ついてアキレス腱厚を測定し、9mm 以
上の肥厚を示す頻度を比較した。 
 
B．対象と方法 
 新規に ACS を発症し、日本医科大
学付属病院集中治療室 (CCU)に入室
した症例のうち、インフォームドコ 

 
ンセントの得られた症例を対象とし 
た。CCU 入室後、患者本人から病歴お 
よび家族歴の聴取、皮膚黄色腫やア
キレス腱肥厚の有無などに関する診 
察および、血液生化学検査や冠動脈
造影の所見の収集を行った。これら
の症例についてアキレス腱単純 X-P
撮影を行った。 
 対照群として非 ACS 例のアキレス
腱肥厚を検討するため、先端巨大症
と診断された 14 人（男性４人 女性
10 人）を取り上げた。アキレス腱測
定の際に施行している両側足軟線撮
影と同様の方法で撮影された heel 
pad 測定のためのレントゲン写真か
らアキレス腱厚を測定し、肥厚の有
無を検討した。 
 
C．研究結果 



 

 

 2010 年 10 月 1 日から 2011 年 5 月
31 日に新規に ACS を発症し、日本医
科大学付属病院集中治療室 (CCU)に
入室したなかで、インフォームドコ
ンセントの得られた 22 例に対して、
レントゲン撮影を行った。アキレス
腱肥厚(≧9mm)を認めた症例は 2例
（9％）であった。 
 上記の結果を受け、2011 年 7 月 1
日から 2013 年 11 月 30 日に CCU に
ACS を発症して入室した連続 235 症例
の中で、インフォームドコンセント
の得られた 181 例について、さらに
同様の検討を行った。 
 181 症例（男性 142 例、女性 39
例）すべてにアキレス腱レントゲン
撮影を行った。アキレス腱肥厚を認
めた症例は 20 例（11.6%、男性 18
例、女性 2例）であった。 
 アキレス腱肥厚を示した例の実測
値は右 9.4±1.5mm(mean±SD), 左
9.5±1.9mm であり、認めない症例で
はそれぞれ 6.7±0.9mm,6.8±1.4mm
であった。年齢については肥厚例
66±14 歳、非肥厚例 68±12 歳 
(p=0.67)であった。ACS 初発年齢は
63±15 歳 vs 66±13 歳 (p=0.47)、
BMI は 6.8±4.0 vs 23.8±3.3 
(p<0.01)、収縮期血圧 133±27mmHg 
vs 136±26mmHg (p=0.49)、拡張期血
圧は 74±18mmHg vs 78±17mmHg 
(p=0.18)、現喫煙者率は 47.6% vs 
40.5% (p=0.53)、総コレステロール
値は 184±48mg/dlvs 179±45mg/dl 
(p=0.76)、HDL コレステロール値は
42±12mg/dlvs45±13mg/dl(p=0.30)
、中性脂肪値は 34±72mg/dl vs 
116±84mg/dl (p=0.12)、LDL コレス
テロール値は 121±52mg/dl vs 
114±39mg/dl であった。LDL-コレス
テロール値の測定は採血は CCU 入室
時で随時のため，直説法による成績

を示した。発症前スタチン内服率は
33.3%vs27.9% (p=0.61)であり、随時
血糖値は 187±99mg/dl vs 
161±72mg/dl、HbA1c(NGSP 値)では
6.9±1.4% vs 6.3±1.3%(p=0.02)で
あった。 
 また、２親等以内に冠動脈疾患の
家族歴を有する割合それぞれ 42.8%、
34.7%(p=0.47)、２親等以内に早発性
冠動脈疾患を有する割合では同様
に、4.8%、6.2%(p=0.49)であった。 
 今回アキレス腱肥厚の測定はノギ
スを用いて小数点一桁(mm)まで測定
を行っているが、レントゲン写真 218
枚での検討で２検者間の測定結果に
は相関を認めた（y=0.76x+1.50, 
r2=0.77, p=<0.01)。また、検者間の
信頼性の検討を級内相関係数を用い
ておこなったところ ICC(2,1)=0.935
であった。また、２検者間の測定数
値にはおおむね±1.0mm の差がある
が、9mm 以上のアキレス腱肥厚を認め
るものと認めないものの判定に影響
を及ぼした例は 1例のみであった。 
ただし、この一例に関しては 9.0mm
と 8.8mm という結果の違いであった
が、３６歳の男性で喫煙者、糖尿病
であるものの、父親が５６歳時に冠
動脈疾患の既往があること、ACS 発症
直後でも TC 250mg/dl、LDL-C 
209mg/dl であり、臨床的には FH も念
頭におき経過を見る必要のある症例
である。 
 先端巨大症の 14 例では、年齢
57.8±16.5 歳、身長 160.1±9.9cm、
体重 61.7±9.8kg、BMI 24.0±3.1、
収縮期血圧 128±18mmHg、拡張期血
圧 74±13mmHg、TC 182±35mg/dl、
HDL-C 49±17mg/dl、TG 
103±49mg/dl、LDL-C 113±30mg/dl
（mean±SD）であった。GH 
16.7±14.5ng/ml、IGF-1 



 

 

504±181ng/ml と高値を認め、heel 
pad は右 23.0±2.4mm、左
22.5±2.4mm と肥厚を認め、先端巨
大症に合致した所見であった。アキ
レス腱厚は右 6.8±1.1mm、左
6.9±1.1mm（mean±SD）であり、左
右とも 9mm を超える症例はいなかっ
た。 
 
D．考察 
 家族性高コレステロール血症(FH)
は、ヘテロ接合体が 500 人に 1人に
認められる頻度の高い常染色体優性
遺伝の遺伝性疾患である。原因は低
比重リポ蛋白受容体(low density 
lipoprotein receptor: LDL-R)およ
び LDL-R に関連する蛋白質の異常と
されている。これらの異常により、
低比重リポ蛋白(LDL)の細胞内への取
り込みは低下し、それにより患者は
高 LDL コレステロール血症 (LDL-C)
を呈する。高 LDL-C 血症は冠動脈疾
患（CHD）の強力な危険因子であるこ
とはよく知られているが、一般的に
高 LDL-C 血症は、40～50 歳頃に出現
するのに対し、FH では生来高 LDL-C
血症を呈していることから、若年性
CHD の原因となる代表的な疾患である
と考えられている。本疾患の診断
は、①高 LDL-C 血症 症腱黄色腫 黄
FH あるいは早発性冠動脈疾患の家族
歴（二親等以内）のうち２項目が当
てはまる場合とされている。 
急性冠症候群（ACS）と称される心

筋梗塞や不安定狭心症では、発症時
に、TNF-α、IL-1βなどのサイトカ
インの血中濃度が上昇し、それらの
サイトカインが LDL-R の発現を上昇
させ、血清 LDL-C 濃度は発症後速や
かに低下していくことが知られてい
る。さらに、ACS においては、発症早
期からスタチン系薬剤を投与するこ

とで予後が改善するという報告が多
く、ほとんどの症例で、発症早期か
らスタチンが投与される。このた
め、ACS 発症後の患者では、本来の血
清脂質の濃度が判定できない。 
実際に、アキレス腱レントゲン撮

影でアキレス腱肥厚を認めた 20 例の
血清脂質の中央値は TC184mg/dl、
HDL-C 42mg/dl、TG 134mg/dl、LDL-
C(直接法) 121mg/dl であり、アキレ
ス腱肥厚を認めない群との比較では
有意な差異を認めなかった。 
このためか、ACS における FH の頻

度に関する報告はこれまでなく、FH
診断の困難性が考えられる。 
日本医科大学付属病院集中治療室に
2011 年 7 月から 2013 年 11 月の間に
入室した ACS の患者連続 235 症例の
中で同意の得られた 181 例に対する
検討ではアキレス腱レントゲン撮影
にてアキレス腱肥厚ありと診断され
た患者は 20 例（11.6%）であった。
これらを FH と診断する根拠は乏し
い。そこで、軟部組織の肥大を来す
末端肥大症におけるアキレス腱厚を
検討した。これらの例ではアキレス
腱厚は全てが 9mm 未満であり、肥厚
を示す例は認められなかった。しか
し、これらは少数例であり今後、さ
らに検討することが必要である。  
 
E．結論 
 3 年に渡り、ACS 症例におけ
るアキレス腱肥厚例の頻度を解
析した。一般の臨床で示されて
いる腱肥厚では FH の診断基準
として用いられるが、ACS 患者
では血清コレステロール値の高
値を認めない例でもアキレス腱
肥厚(≧9mm)を示す例が存在
（約 11％）していた。ACS 例で
は血清コレステロール値で FH



 

 

の診断をスクリーニングするこ
とは困難であり、アキレス腱厚
などを参考にすることが必要と
考えられるが、その確定診断に
ついてはなお検討を要すると考
えられた。  
F．健康危険情報 
 本研究においては、病歴聴取、及
びアキレス腱レントゲンの施行のみ
であり侵襲性の高い医療行為は行っ
ておらず健康危険は生じていない。 
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害.. 
 
日本油化学会年会(第 52 回)(仙台), 
2013.9.及川 眞一: 糖と脂質の代謝
関連.  
 
(2)パネルディスカッション 
日本糖尿病学会年次学術集会(第 56
回)(熊本), 2013.5 
及川 眞一: LDL-C 低下療法の意義とその
目標値 LDL-C<100mg/dl を考える.. 
 
(3)シンポジウム  
日本内分泌学会学術総会(第 86 回)(仙
台),2013.4. 
長尾 元嗣ほか: 高脂肪食による体重増
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要因の解析:マウスを用いた長期選抜交
配からの考察(シンポジウム 肥満に関わ
る骨格筋・脂肪・代謝).  
 
日本糖尿病合併症学会(第 28 回)(旭川), 
2013.9.長尾 元嗣ほか: 高血糖と動脈硬
化−実験動物からのアプローチ−(シンポ
ジウム 糖尿病大血管症の予防・治療を
目指した新しい治療戦略).  
 
日本臨床生理学会総会(第 60 回)(東京), 
2013.11. 
真山 大輔ほか: 間接熱量測定計を用
いた 2型糖尿病患者における食事誘
導性熱産生の測定とその意義(シンポ



 

 

ジウム メタボリックシンドロームと
動脈硬化). 
 
 
(4)一般演題 
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期日；2011 年 5 月 19 日（月）～21
日（金） 
長尾元嗣、浅井 明、佐藤友紀、中
島 泰、高谷磨紀代、竹光秀司、首
藤真理子、原田太郎、谷村恭子、岡
島史宜、杉原 仁、及川眞一 
選抜交配により作成した高脂肪食感
受性肥満糖尿病マウスと高脂肪食抵
抗性マウスの耐糖能に関する検討 
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受性肥満糖尿病マウスと高脂肪食抵
抗性マウスの基礎代謝量に関する検
討 
 
竹光秀司、武市奈緒美、高谷磨紀代、
佐藤友紀、首藤真理子、長尾元嗣、
加納稔子、原田太郎、石崎晃、中島
泰、岡島史宜、杉原仁、及川眞一 
頚動脈エコーにおけるプラークの存
在部位とその関連因子との検討 
 
第 43 回日本動脈硬化学会総会学術集
会 
Nagao M, Asai A, Sato Y, Nakajima 
Y, Takaya M, Takemitsu S, Sudo M, 
Harada T, Tanimura K, Okajima F, 
Sugihara H, Oikawa S: Analysis for 
the Lipid Profiles of Selectively 
Bred High Fat Diet Induced Obese 

and Diabetes Prone Mice (SOD-P) 
and Resistant Mice (SOD-R) Strains 
 
Yasushi Nakajima, Makiyo Takaya, 
Syuji Takemitsu, Yuki Sato, Mariko 
Sudo, Mototsugu Nagao, Kyoko 
Tanimura, Fumitaka Okajima, 
Hitoshi Sugihara, Shinichi 
OikawaNew nutritional approach to 
anti-atherosclerosis -The review 
and the future aspect-Practice of 
diet therapy for metabolic syndrome 
 
浅井明、仲川清隆、永島和幸、宮澤
陽夫、及川眞一 
Biochemistry and measurement of 
phosphatidylcholine hydroperoxide 
(PCOOH): implications for 
atherosclerosis.（シンポジウム） 
 
第 32 回日本肥満学会 
小林俊介、長尾元嗣、中島 泰、谷
村恭子、岡島史宜、及川眞一 
選抜交配により作成した高脂肪食誘
導性耐糖能異常マウスと高脂肪食抵
抗性マウスの生下時体重と乳児期体
重の推移に関する検討 
 
第 26 回日本糖尿病合併症学会 
長尾元嗣、浅井 明、佐藤友紀、中
島 泰、高谷磨紀代、竹光秀司、首
藤真理子、原田太郎、谷村恭子、岡
島史宜、杉原 仁、及川眞一 
選抜交配により作成した高脂肪食誘
導性耐糖能異常マウスと高脂肪食抵
抗性マウスのランゲルハンス島形態
に関する検討 
 
第 49 回日本糖尿病学会 関東甲信越
地方会 
高谷磨紀代, 中島泰, 武市奈緒美, 
佐藤友紀, 竹光秀司, 長尾元嗣, 原
田太郎, 石崎晃, 岡島史宜, 杉原仁, 



 

 

及川眞一 
ステロイド治療が奏功した好酸球増
加合併の抗インスリン抗体陽性２型
糖尿病患者の一例 
第 21 回 臨床内分泌代謝 Update 高
野 綾子、中島 泰、岡本 宗雄、
武市 奈緒美、若栗 稔子、石崎 
晃、田村 秀人、杉原 仁、及川 
眞一 
急性副腎不全を契機に診断された両
側副腎原発悪性リンパ腫の一例 
武市奈緒美、田村秀樹、若栗稔子、
石崎晃、杉原仁、渡辺淳、五十嵐健
人、赤須東樹、島田隆、清水一雄、
磯部和正、新里寿美子、竹越一博、
及川眞一 TMEM127 遺伝子に生殖細胞
変異を認め LOH を確認した両側褐色
細胞腫 
 
第 38 回 日本神経内分泌学会 学術
集会 
加納稔子、根本崇宏、石崎 晃、杉
原 仁、及川眞一、芝﨑 保 
ラット初代培養視床下部細胞を用い
た GHRP-2 の HPA 軸に対する作用機序
の解明 
 
第 84 回日本内分泌学会学術総会  
武市奈緒美、杉原仁、加納稔子、石
崎晃、竹光秀司、佐藤友紀、長尾元
嗣、首藤真理子、原田太郎、中島泰、
岡島史宜、田村秀樹、芝﨑保、及川
眞一 
GHRP 試験とインスリン低血糖試験に
よるコルチゾールの反応性について
の比較検討 
 
遺伝医学合同学術集会 2011/第 18 回
日本遺伝子診療学会大会/第 35 回日
本遺伝カウンセリング学会学術集会/
第 17 回日本家族性腫瘍学会学術武市
奈緒美、田村秀樹、加納稔子、石崎

晃、杉原仁、渡辺淳、五十嵐健人、
赤須東樹、島田隆、清水一雄、磯部
和正、新里寿美子、竹越一博、及川
眞一 
TMEM127 遺伝子に新規生殖細胞変異を
認めた両側褐色細胞腫の 1症例 
 
第 12 回日本内分泌学会関東甲信越支
部学術集会  
武市奈緒美、杉原 仁、若栗稔子、
石崎 晃、竹光秀司、佐藤友紀、長
尾元嗣、近藤麻加、原田太郎、中島 
泰、岡島史宜、田村秀樹、中村恭子、
檀 和夫、及川眞一 
急速に副腎不全を来した両側副腎悪
性リンパ腫の一例 
 
第 54 回日本老年医学会—6 月、東京 
佐藤友紀、中島 泰、長尾元嗣、
他：部位別頚動脈プラーク測定は高
齢者における動脈硬化性病変のリス
ク評価に重要である 
 
糖尿病合併症学会—11 月、福岡 
竹光秀司、原田太郎、武市奈緒美、
他：糖尿病網膜症と頚動脈エコーに
おけるプラークの関連について 
 
日本内分泌学会学術総会(第 86 回)(仙
台), 2013.4 
原田 太郎ほか: 原発性アルドステロン
症に対してのエプレレノン投与による血
管機能の改善は頸動脈プラークにより異
なる.. 
 
武市 奈緒美ほか: 当科における甲状腺
中毒症を伴う有痛性甲状腺腫の検討. 
高野 綾子ほか: 原発性アルドステロン
症における迅速 ACTH 試験を含む 4 種負
荷試験についての検討.  
 
長峯 朋子ほか: 両側副腎腫瘍における
シンチグラムの有用性について.  



 

 

 
日本糖尿病学会年次学術集会(第 56
回)(熊本), 2013.5 
杉原 仁ほか: 肥満 2 型糖尿病患者にお
けるα-グルコシダーゼ阻害薬(αGIs)3
製剤による臨床効果の比較 (N-CURE 
study).  
 
稲垣 恭子ほか: 糖尿病患者における
non-HD L-C 濃度と各種脂質パラメーター
との関係.  
 
原田 太郎ほか: 起立負荷時の心拍変動
解析による糖尿病自律神経障害の評価.  
 
高谷 磨紀代ほか: 2 型糖尿病患者におい
て各種の血糖コントロール指標に加齢が
与える影響. 
 
長尾 元嗣ほか: 高脂肪食に対する耐糖
能異常の感受性が異なる新規選抜交配モ
デルマウスの単離膵島に関する解析. 
 
真山 大輔ほか: 2 型糖尿病患者における
食事誘導性熱産生の測定とその意義.  
 
竹光 秀司ほか: 糖尿病教育入院患者の
FMD の改善と喫煙状態の関連について. 
 
小林 俊介ほか: 高脂肪食に対する耐糖
能異常の感受性を規定する遺伝的要因の
考察:マウスを用いた長期選抜交配から.  
 
日本動脈硬化学会総会・学術集会(第 45
回)(東京), 2013.7. 
原田 太郎ほか: 原発性アルドステロン
症に対してのエプレレノン投与による血
管機能の改善は年齢により異なる. 
 
長尾 元嗣ほか: 高脂肪食誘発性耐糖能
異常に対する感受性の異なる２系統の選
抜交配マウスにおける耐糖能・体重・摂
餌量の世代間比較. 
 
竹光 秀司ほか: 糖尿病教育入院患者の
CAVI と CKD の関連について. 

 
小林 俊介ほか: 詳細な脂質プロファイ
ルを分析し得た spur cell anemia の一
例. 
 
周東 佑樹ほか: 高脂肪食誘発性耐糖能
異常に対する感受性の異なる 2系統の選
抜交配マウスにおける動脈硬化巣形成の
選抜交配世代間比較. 
 
日本神経内分泌学会学術集会(第 40
回)(宮崎), 2013.10. 
長尾 元嗣ほか: 高脂肪食誘発性耐糖能
異常への感受性が異なる 2系統のマウス
における摂食行動の検討.  
 
武市 奈緒美ほか: 異所性 ACTH 症候群及
び Cushing 病における GHRP 試験の有用
性について.  
 
日本糖尿病合併症学会(第 28 回)(旭川), 
2013.9. 
 
鈴木 信也(心臓血管研究所付属病院循環
器内科)ほか: 糖尿病と心房細動罹患と
の相関：都心の循環器専門病院受診者を
対象とした解析〜心研データベースより
〜. 
 
竹光 秀司ほか: 糖尿病教育入院患者の
FMD と CKD の関連について.  
 
日本内分泌病理学会学術総会(第 17
回)(神奈川), 2013.10. 
周東 佑樹ほか: 膵神経内分泌癌による
異所性 ACTH 症候群の 1例. 
  
日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会
(第 14 回)(横浜), 2013.10. 
篠田 恵ほか: 高齢で診断され甲状腺髄
様癌を疑われた MEN2A の一例.  
 
日本糖尿病学会関東甲信越地方会(第 51
回)(横浜), 2014.1. 
山本 雅昭ほか: 挙児希望の 1型糖尿病
に対し炭水化物制限食を試みた 1例.  



 

 

 
武市 奈緒美ほか: K.pneumonia による眼
内炎と肝膿瘍を合併した 2型糖尿病の一
例. 
 
小林 俊介ほか: 糖尿病と脂質異常症を
契機に診断された spur cell anemia の
一例. 
 
仲村 優子ほか: インスリンへのヘパリ
ン添加が奏功した subcutaneous insulin 
resistance の１例. 
 
山本 友也ほか: 糖尿病の母系遺伝が明
らかでなかったミトコンドリア糖尿病の
一例. 
 
小林 由美子ほか: 外来インスリン導入
がうまくいかず、血糖コントロール不良
となった症例. 
 
臨床内分泌代謝 Update(第 23 回)(名古
屋), 2014.1. 
周東 佑樹ほか: CRH 負荷で奇異性反応を
認めた先端巨大症の 2例.  
 
高野 綾子ほか: 分娩時大量出血から 52
年後に診断された Sheehan 症候群の一例. 
 
長峯 朋子ほか: 先端巨大症に Plummer
病を合併した一例. 
 
山口 祐司ほか: 有痛性女性化乳房を契
機に診断された Basedow 病の 1例 
 
日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会
(第 28 回)(宮崎), 2014.2. 
長尾 元嗣ほか: 高脂肪食誘導性耐糖能
異常への感受性が異なる新規選抜交配モ
デルマウスのインスリン分泌能に関する
解析.  
 
周東 佑樹ほか: 高脂肪食誘導性耐糖能
異常への感受性が異なる新規選抜交配モ
デルマウスにおける動脈硬化巣形成に関
する解析.  

 
H．知的財産権の取得状況 
 
１．特許取得 

なし 
 

２．実用新案登録 
なし 

 
３．その他 

なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

図１ ACS におけるアキレス腱肥厚の頻度 
                      

 
 
 
表１ アキレス腱肥厚の有無による検査値の比較 

 
図２ アキレス腱レントゲンの２読影者間での比較 



 

 

 
 
表２ アキレス腱肥厚 触診とレントゲンでの判定の異なった症例 

 
 
 
 
 
図３ ２読影者間でアキレス腱肥厚の判定が異なった１例 



 

 

 


